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◇ 秋田商業高校のキャリア教育について

１ 秋商キャリア教育とは
「秋田商業高校に１５歳で入学した生徒の自己実現を７年後まで見すえて、一人一人

の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育てる教育です」

２ 本校で長年商業の授業実践を通して教え、伝え続けてきたこと

会社で求めている人物

１．明朗で好感のもてる人物（魅力ある個性）

２．学校生活を充実して送った人物

３．一般常識や社会常識が豊かな人物

４．広い良識をもち、柔軟な考え方のできる人物

５．人の言うことを正しく理解し、自分の意見を明確に感じよく表現できる人物

６．協調性を持った人物

７．公正な考え方のできる人物

８．責任感のある人物

９．誠実さのある人物

10．積極的に行動し、意欲ある人物

（総合実践室に掲示） ）

新入社員のタブー十箇条

１．進んで仕事に参加する気構えをもっていない

２．喜怒哀楽をおさえておくことができない

３．仕事上で忠告や注意を受けたり、ミスを指摘されたとき、感情的になる

４．仲間同志ですぐにけんかや口論をする

５．勤務時間中に高い声でおしゃべりをする

６．人のうわさばなしをする

７．人のプライバシーにまで首をつっこんで中傷する

８．私用の長電話をしばしばする

９．退社時間が迫るとサッサと仕事をやめてソワソワする

10．自分の仕事が非常につまらない仕事だと思っている

（総合情報処理室に掲示）
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３ キャリアの概念
「人が、生涯の中で様々な役割を果たす過程で、自らの役割の価値や自分と役割との

関係を見いだしていく連なりや積み重ね」の総体。つまり、自分の役割を果たして活動
すること（働くこと）を通して、人や社会にかかわることになり、そのかかわり方の違
いが「自分らしい生き方」となっていくこと。

４ キャリア教育で育成すべき能力
⇒「４つの基礎的・汎用的能力」

基礎的・汎用的能力 能力の説明 具体的な要素

□多様な他者の考えや立場を理解し、 ○他者の個性を理解する力
相手の意見を聴いて自分の考えを正 ○他者に働きかける力

１ ◇人間関係・社会形 確に伝えることができるとともに、 ○コミュニケーション・ス
成能力 自分の置かれている状況を受け止め、 キル

役割を果たしつつ他者と協力・協働 ○チームワーク
して社会に参画し、今後の社会を積 ○リーダーシップ
極的に形成することができる力。
■この能力は、社会とのかかわりの中
で生活していく上で、基盤となる能
力である。

□自分が「できること」「意義を感じ ○自己の役割の理解
ること」「したいこと」について、社 ○前向きに考える力

２ ◇自己理解・自己管理 会との相互関係を保ちつつ、今後の ○自己の動機付け
能力 自分自身の可能性を含めた肯定的な ○忍耐力

理解に基づき主体的に行動すると同 ○ストレスマネジメント
時に、自らの思考や感情を律し、か ○主体的行動
つ、今後の成長のために進んで学ぼ
うとする力。
■この能力は、若者の自信や自己肯定
感の低さが指摘される中、「やればで
きる」と考えて行動できる力である。

□様々な課題を発見し分析を行い、適 ○情報の理解・選択・処理
切な計画を立てて、その課題を解決 等

３ ◇課題対応能力 することができる力。 ○本質の理解
■この能力は、自らが行うべきことに ○原因の追究
意欲的に取り組む上で必要なもので ○課題発見
ある。また、知識基盤社会の到来や ○計画立案
グローバル化等を踏まえ、従来の考 ○実行力
え方や方法にとらわれずに物事を進 ○評価・改善
めていくために必要な力である。

□「働くこと」の意義を理解し、自ら ○学ぶこと・働くことの意
が果たすべき様々な立場や役割との 義や役割の理解

４ ◇キャリアプランニン 関連を踏まえて「働くこと」を位置 ○多様性の理解
グ能力 づけ、多様な生き方に関する様々な ○将来設計

情報を適切に取捨選択・活用しなが ○選択
ら、自らキャリアを形成していく力。 ○行動と改善
■この能力は、社会人・職業人として
生活していくために生涯にわたって
必要となる能力である。

「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について（答申）」（平成２３年１月）参考
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３ 各教科指導を通して行うキャリア教育

授業の中で、社会に出てから必要な力の基礎を身に付けます。

人間関係 自己理解 課題対応能力 キャリア

・社会形成能力 ・自己管理能力 プランニング能力

他者の意見を読み聞き 意見を発表し合い 自学習慣を確立し、 よりよい社会生活を営む

国 して的確に理解し、自 相互に評価するこ 予習によって課題を ために、本や新聞を読む

語 らの考えを明らかにし とにより、自分と 発見し、授業におい 習慣を身に付ける。また、

科 て適切に表現し、伝え 他者の立場や価値 て分析・解決し復習 情報を取捨選択し、活用

る力を育てる。 を見出させる。 によって知識・理解 する力を育てる。

の定着を図る。

わが国と多様な世界の歴史的過程を学び、 資料を読み取り、原 優れた先人の業績を学ぶ

地 良識ある社会人としての基本的な知識を身 因－結果を探求する ことで、困難を乗り越え

歴 に付けることで、「多様な立場の人間を理 歴史的思考力を培う る「生きる力」を身に付

公 解し協働して社会を形成していく能力」を ことで、「主体的な けさせる。

民 育成する。 課題解決能力」を身

科 に付けさせる。

グループ学習を通して課題学習に取り組 数学を学ぶことの意義を学んだり、事象を数

数 み、これまで学んだ知識を活用しながら、 学的に考察し処理する能力を育てるとともに、

学 コミュニケーション・スキルを向上させ問 数学的な見方や考え方のよさを認識できるよ

科 題を解決する能力を身に付けさせる。 うに努め課題解決能力を身に付けさせる。

自然の事物や現象についての学習を通して グループ学習による実験や観察を通してコミ

理 科学的な自然観を身に付け、日常生活や社 ュニケーション能力を高めるとともに、自然

科 会との関わりを理解するとともに、人間の に対する関心や探求心を高め、課題解決能力

存在や自己の在り方についての深化を図 の向上を図る。

る。
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人間関係 自己理解 課題対応能力 キャリア

・社会形成能力 ・自己管理能力 プランニング能力

保 武道を通して礼儀作法や相手を尊重する態 自分の学習活動を振り返り、課題や成果につ

健 度を育てるとともに、球技ではチーム・集 いて自己評価を行い、新しい課題に向かって

体 団における自分の役割を自覚して、その責 学習しようとする課題解決能力と探求心を育

育 任を果たし、互いに協力して練習やゲーム てる。

科 をしようとする姿勢を身に付けさせる。

演奏や作品制作の活動 さまざまなジャンルの音楽及び書道の作品に触れることで、日本

芸 を通して自己表現の能 の芸術の歴史的価値を理解するとともに、他の国々の芸術文化を

術 力を高め、他者とコミ 感受し、理解を深める態度を養う。

科 ュニケーションしなが

ら活動する態度を身に

付けさせる。

身近な事柄について英 英語で自己表現す 英語学習を通して国や文化の異なる人々とも

英 語でコミュニケーショ ることを通して自 積極的に交流し意見を交わす態度を養うとと

語 ンを図る力を身に付け 己理解を深め、主 もに、情報を取捨選択する能力を養う。

科 させる。 体的、積極的に行

動する態度を養う。

一生を通じて自分が他 体験的な学習を通 家庭生活の充実向上 家庭生活における課題を

者と関わりながら生き して、成就感や達 のために、必要な情 解決するために必要な人

家 ていることに気づか 成感をもたせ、前 報を収集しながら計 の一生と家族・福祉、衣

庭 せ、感謝の心や思いや 向きに努力しよう 画を立て、実践しよ 食住、消費生活などに関

科 りの心をもたせる。 とする姿勢を養う。うとする姿勢を養 する知識と技術を身に付

う。 けさせ、自分自身の人生

観と生活観を考えさせ

る。

体験的な学習、グルー ビジネスの意義や ビジネスの諸活動を主体的、合理的に考える

プ学習などを通して、 役割を学習するこ 力を養い、倫理観をもって課題解決にのぞむ

商 他者の考えを理解し、 とで、自分自身の 態度と能力を育成する。

業 相手に対して自分の考 可能性を肯定的に

科 えを正確に伝える態度 捉えさせ、働くこ

と能力を身に付けさせ とへの意欲を持た

る。 せる。
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各教科（科目）の学習を通して身に付けたことを振り返ってみましょう。

教科(科目) どのような学習をしましたか（何を身に付けましたか）
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４ 総合的な学習・探究の時間とキャリア教育 
 
 総合的な学習・探求の時間を「ビジネス実践」として行い、①自分と仲間、②自分たちと学校

外の人たち、③自分たちと自然の３つのつながりを大切にしながら、３年間で前に踏み出す力、

考え抜く力、チームで働く力などの「社会人基礎力」を身につけることをねらいとして活動してい

ます。 

 将来の職業人（社会人）は、規範意識や倫理観をもつこと、技術の進展や環境の変化に対応

した柔軟な思考をもつこと、そして各産業での知識委や技術が求められます。 
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